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試合番号 ： 117 試合会場 ： このはなアリーナ（草薙総合運動場体育館） 観客数 ： 600

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:57 試合時間 ： 01:57 主審： 服部　篤史 副審： 中西　幸治

東レアローズ 通
算

0 勝 4 敗

1

17 第1セット 25

3

ウルフドッグス名古屋 通
算

2 勝 2 敗

ポイント： 1 ポイント： 6

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日の試合は、昨日できなかった１人１人全力を出し切ることを掲げて
戦いました。
　悔しい敗戦となりましたが、チームの形は一歩ずつではありますができ
上がってきていると思います。
　新加入のパダルも合流して一週間も経っていないのによく頑張ってくれ
ました。
　まだまだ修正点は多いですが、来週またパワーUPして試合に臨みたいと
思います。
　ホームゲーム二連敗と申し訳ございませんでした。そして、たくさんの
応援ありがとうございました。

25 第２セット 18
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の課題と反省を生かすようにミーティングをして、試合に挑みまし
た。
　まだまだ完成度が高いとは言えませんが、日々成長できるようにこれか
らも戦い続けます。
　来週は新しくできたホームゲームアリーナである、エントリオ（豊田合
成記念体育館）での初の試合です。ぜひともご注目ください。
　本日もたくさんの応援ありがとうございました。

23 第３セット 25

22 第４セット 25

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームゲーム初勝利を挙げたい東レアローズと、昨日の勝利から一気に波に乗りたいウルフドッグス名古屋の一戦。
　第１セット、序盤は一進一退の攻防が続くが、WD名古屋が相手のミスを見逃さずに波状攻撃を仕掛け、16‐11と点差を広げる。終盤にかけても辛抱強くレシーブを積み重ねてクレクにボールを集めたWD名
古屋が25‐17で先取した。
　第２セット、東レは富松の速攻や富田の中央からのバックアタック攻撃を増やして流れを引き寄せる。パダル、富田の好レシーブと酒井の冴え始めたトスワークで波に乗った東レが、このセットを取り返
した。
　第３セット、東レのパダル、WD名古屋のクレクと両オポジットによる凌ぎ合いの様相を見せる。両チーム一丸となった攻防の中で、最後は僅差でWD名古屋が抜け出し、セットを奪取した。
　第４セット、何としてもホームで意地を見せたい東レは、パダルと富田の強打で攻める。しかしながら、クレク、高梨、傳田、山田、山近と的を絞らせない多彩な攻撃を見せたWD名古屋が25‐22でセット
を連取し、第２週を２連勝で終えた。

試合番号 ： 118 試合会場 ： 猫田記念体育館 観客数 ： 400

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 14:34 試合時間 ： 01:34 主審： 山本　晋五 副審： 平田　敬基

JTサンダーズ広島 通
算

4 勝 0 敗

3

25 第１セット 23

0

FC東京 通
算

0 勝 4 敗

ポイント： 12 ポイント： 0

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日も沢山のご声援ありがとうございました。
　第３セットの難しい展開の中で、選手達がコートの中で自ら考えてプレ
ーし、流れを変えて勝利に繋げられたことは、チームの成長の証だと思い
ます。
　ただ、チャンスの場面で確実に決められない部分があったので、そこは
チームとして改善しなければならない部分を感じました。

25 第２セット 23
監
督
コ
メ
ン
ト

　この２日間、素晴らしい環境の中で試合をさせていただき、感謝してお
ります。
　各セット僅差で落としはしましたが、選手達は最後までしっかり戦って
くれました。
　あとは、東京に戻ってしっかりと修正、改善を繰り返して強いチームに
なっていきます。
　今後とも応援の程、よろしくお願いいたします。

26 第３セット 24

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　開幕４連勝を目指すJTサンダーズ広島と、初勝利をあげて巻き返しを図りたいFC東京の一戦。
　第１セット、序盤は点の取り合いとなったが、JT広島が小野寺、山本のブロックでリードした。FC東京は、佐藤、迫田、栗山のアタックで粘りをみせるも、最後は、陳がアタックを決めJT広島がセットを
先取した。
　第２セット、JT広島のセンターを中心にした攻撃に対し、FC東京は新加入したリベロ古賀を中心とした粘り強いレシーブから攻撃に繋げ、一進一退の攻防を終盤まで繰り広げた。最後は小野寺がアタック
を決めて、大接戦の末、JT広島がセットを連取した。
　第３セットもサイドアウトの応酬を繰り広げる展開となり、中盤にFC東京が武藤のアタック、手原のサービスエースで20‐18で抜け出したが、ここからJT広島は小野寺、エドガーのアタックなどで、デュ
ースに持ち込む。最後は、エドガーがアタックを決め、JT広島が地元のファンに勝利を届けた。

試合番号 ： 119 試合会場 ： サントリー箕面トレーニングセンター体育館 観客数 ： 240

開始時間 ： 13:05 終了時間 ： 15:33 試合時間 ： 02:28 主審： 村中　伸 副審： 江下　毅

サントリーサンバーズ 通
算

3 勝 1 敗

3

21 第１セット 25

2

堺ブレイザーズ 通
算

3 勝 1 敗

ポイント： 8 ポイント： 10

監
督
コ
メ
ン
ト

　ハードな試合を戦い抜き、勝利した選手を称賛したいと思います。
　昨日の敗戦から学んだことを次の日までに各選手が自分の力に変えてく
れたと思います。
　堺ブレイザーズの強いサーブにも良く対応していましたし、アタックに
関してもトスワークに関しても全てにおいて成長が見られました。
　シーズンを通して成長していくチームを目指していますので、本当に価
値のある勝利だったと思います。
　そして、初の箕面トレーニングセンターでの勝利を信じて応援してくだ
さったファンの皆様、沢山のご声援ありがとうございました。

21 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　応援していただいたサポーターの皆様、ありがとうございました。

25 第３セット 20

25 第４セット 21

19 第５セット 17

要
約
レ
ポ
l
ト

　昨日は負けを喫したホームチームのサントリーサンバーズと堺ブレイザーズとの一戦。
　第１セット、両チーム、堅いサーブレシーブから一進一退の攻防が続いたが、堺が出耒田のブロックや関田のサービスエースでリードを奪い、セットを先取した。第２セットも中盤から出耒田やジョンの
ブロックでリードを広げた堺が連取した。
　第３セットやはサントリーが序盤から柳田のバックアタックや藤中のサービスエースでリードを広げ、セットを取り返すと、第４セットもサントリーは序盤に栗山のアタックや小野のサービスエースなど
で奪ったリードを守り切り、セットカウント２対２のタイに持ち込んだ。
　迎えた最終セット、サントリーは柳田のアタックや小野のサービスエースでリードを奪うが、堺はジョンのアタックやリリーフサーバー山口のサービスエースで逆転する。ゲームはデュースにもつれ込み
、柳田のアタックやサービスエースでリードを奪い返したサントリーがそのままこのセットを取り、箕面トレーニングセンターでの初勝利とした。

試合番号 ： 120 試合会場 ： サントリー箕面トレーニングセンター体育館 観客数 ： 220

開始時間 ： 16:25 終了時間 ： 18:08 試合時間 ： 01:43 主審： 山本　和良 副審： 本間　明

パナソニックパンサーズ 通
算

4 勝 0 敗

3

25 第１セット 17

1

大分三好ヴァイセアドラー 通
算

0 勝 4 敗

ポイント： 12 ポイント： 0

監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日とは真逆な試合で、入りは良かったですが、中盤に自信をなくして
エラーが多くなりました。だが、３セット目にクビアク選手が連続に良い
プレーをし、渡辺選手も出場してから3得点を決めてくれました。永野選
手と兒玉選手もいいプレーしたので、今日の勝利は彼らのおかげだと思い
ます。

23 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　ゲームを通して我慢するシチュエーションが多かったが、選手は良く集
中して自分達の仕事をしてくれました。特に、ミドルブロッカーの攻撃が
機能していた点は今後に繋がってくるものだと思います。パナソニックに
対して、昨日よりは、プレッシャーをかける事はできたが、勝利するには
まだまだ工夫が必要だと思います。本日はたくさんの応援ありがとうござ
いました。

25 第３セット 21

25 第４セット 14

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　開幕から連勝が続いているパナソニックパンサーズと、同一カードの連敗は避けたい大分三好ヴァイセアドラーとの一戦。
　第１セット、パナソニックはクビアクの強烈なサーブが要所で決るなど優位に試合を展開しセットを取る。
　第２セット、終盤まで白熱した攻防が続くが、大分三好は要所でストックトンの攻撃が決まりセットを奪い返す。
　第３セット、パナソニック山内に代えて兒玉を起用する。一方の大分三好は山田、髙松、ストックトンの攻撃を中心にゲームを展開する。中盤まで一進一退の攻防が続くが、パナソニックはクビアクのア
タックが連続で決まるなど６連続ポイントで逆転しセットを取る。
　第４セット、パナソニックは深津の巧みなトスワークからの攻撃が決まり優位にゲームを展開。最後はリリーフサーバー・新の２連続サービスエースで勝利し、開幕から４連勝を達成した。

※本票の著作権は、一般社団法人日本バレーボールリーグ機構に帰属します。


